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熱音響システムの実用化を目指し，ループ管

の断面積を局所的に拡大する Expanding Phase 

Adjuster(EPA)の設置を提案している 1)．これま

での検討により，適当な箇所に EPA を設置す

ることで，自励振動に必要な温度である発振温

度の低減が確認された 2)．本研究では，EPA の

長さが発振温度に与える影響について検討を

行なった． 

実験で用いたシステムを Fig. 1 に示す．シス

テムは全長 5000 mm，内径 42.6 mm，作動流体

は大気圧空気とした．スタックは長さが 50 mm，

流路が 600 cpsi のハニカムセラミックスを用

いた．電気ヒーターと熱交換器でスタックを挟

み，両端に温度差を形成した．熱交換器は 20°C

一定に保った．スタック高温端温度 TPM は K

型熱電対を用いて測定した．システム内の音圧

変動は圧力センサを用いて測定した．EPA は内

径 95.6 mm，設置位置 2950 mm とし，長さ lEPA

を 30，100，200 mm に変更した． 

発振温度はそれぞれの EPA 長さ lEPA に対し

て 118，131，169°C を示した．ヒーターへの入

力電力を 100W 一定としたときの音圧に対す

る粒子速度の位相差の空間分布を Fig. 2 に示

す．lEPAの変更により比較的大きな分布の変化

が見られることがわかった．また，スタック高

温端(x = 0)における位相差が 0 degree に近い順

に発振温度が低いことがわかった． 
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Fig. 1 Experimental system. 
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Fig. 2 Distribution of the phase difference of the 

sound pressure and particle velocity. 
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